
■ 降雨時に雨水が浸入しやすくなり、浸水することがあります。
■ 下水道管から下水が逆流し、地下の浴室等からあふれることがあります。

半地下建物（地下部分が 1層である住宅および地下車庫）

など道路面より低い位置に建築する時は、排水について

管路保全課または土木事務所に相談してください。

雨水流入の防止対策や排水処理を各自で行ってください。

また、自然流下による排除が困難な場合には、設置者の責任

においてポンプ施設を設置することができます。

浸水防止対策例浸水防止対策例
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ポンプ排水施設は
排水設備計画確認申請の対象外です。
ポンプ排水施設は
排水設備計画確認申請の対象外です。
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矢印の様に逆流する
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道路側より低いと、浸水する恐れが
あります。流れ込んだ水の水圧で
ドアは開きにくくなります。

トイレや風呂場が道路より
低い場所にあると、
溢れ出る危険があります。
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豪雨時における
水位の上昇線

地表線

半地下部分半地下部分

逆止弁を設置しないと逆流する恐れがあります。
排水ポンプの設置例

周辺の地面より低い位置に建築（半地下建物等）すると
思わぬ浸水被害を受ける場合があります。

周辺の地面より低い位置に建築（半地下建物等）すると
思わぬ浸水被害を受ける場合があります。
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お問い合わせ 平成27年4月現在

環境創造局 管路保全課 ☎（６７１）２８２９

青葉土木事務所

旭土木事務所

泉土木事務所

磯子土木事務所

神奈川土木事務所

金沢土木事務所

港南土木事務所

港北土木事務所

栄土木事務所

瀬谷土木事務所

都筑土木事務所

鶴見土木事務所

戸塚土木事務所

中土木事務所

西土木事務所

保土ケ谷土木事務所

緑土木事務所

南土木事務所

青葉区市ケ尾町３１－１

旭区今宿東町１５５５

泉区和泉中央北五丁目１－２

磯子区磯子３－１４－４５

神奈川区神大寺２－２８－２２

金沢区寺前１－９－２６

港南区丸山台１－９－１０

港北区大倉山７－３９－１

栄区小菅ケ谷１－６－１

瀬谷区三ツ境１５３－７

都筑区茅ケ崎中央３２－１

鶴見区鶴見中央３－２８－１

戸塚区戸塚町２９７４－１

中区山下町２４６

西区浜松町１２－６

保土ケ谷区神戸町６１

緑区十日市場町８７６－１３

南区浦舟町２－３３

☎（９７１）２３００

☎（９５３）８８０１

☎（８００）２５３２

☎（７６１）００８１

☎（４９１）３３６３

☎（７８１）２５１１

☎（８４３）３７１１

☎（５３１）７３６１

☎（８９５）１４１１

☎（３６４）１１０５

☎（９４２）０６０６

☎（５１０）１６６９

☎（８８１）１６２１

☎（６４１）７６８１

☎（２４２）１３１３

☎（３３１）４４４５

☎（９８１）２１００

☎  　 (３４１）                   １１０６

※お問い合わせは、月曜日～金曜日の午前８時45分～12時と午後１時～5時15分までです。
　（ただし、土・日曜日、祝日、12月29日～１月３日は閉庁です。）




